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ラ ン タ ナ の 精 油(第 二報)

(昭和十年 八月廿 六 日受領　 昭和十年十月廿五 日印刷)

加福均三池田鐵作 藤 田 安 二

前 報1)に 於 て著 者 等 は ラ ン タナ め 精油 の 一般 的 性質 及 び分 溜 油 分 の検 索結 果 を報 告 し,こ の もの の

セ スキ テ ル ペ ン 部 中 に極 め て 不安 定 な る右 旋 性 のCaryophylleneに 類 す る新 しき せ スキ テ ル ペ ン め

存 在 を知 り,こ の もの を ラ ンタ ナの 種 名 に ち なん でCamareneと 命 名 し,分 溜 油 分 中 に見 出き れた る

γ Caryophyllene系 の 左 旋性 セ ス キ テ ル ペ ン(Isocamareneと 命 名)は この もの が加 熱 蒸 溜 等の 爲 め

に異 性化 して 生 じた もの な る事 を推 定 した.本 報 は この事 實 を證 明 す るた めの 第一 報 の補 足 であ る.

即ち保 存 せ る原油 を取 り分 溜 を單 に一回 だ け に止 め 旋 るに 左旋 性 の テ ル ペ ン分 の 外 に右 旋 光 度18.2°

に も昇 るCaryophyllene系 セ ス キ テ ル ペ ン を得,甚 し く不 安定 な るd-Camareneと 少量 のα-Caryo

- phylleneの 混 合物 な る事 を確 め た.ま た これ 等 の 溜 分 の 加熱 其 他 に よる異性 化 の 實 験 を行 ひ,實 際

に旋 光 度 の低 下 並 に左 旋 性 に變 す る事 實 を も確 めた

實  験  之  部

使 用 した精 油 は前 報 に於 て 用 ひ た もの と 同 一の もの で あつ て採 油 後6ケ月 に して そ の物 理 的性 質 を

測 定 した が そ の當 時 は で あつ た け れ ど も,更 に10ケ 月間 暗 冷 の 場 所 に保 存 後 には旋 光度

は に減 少 して居 た.分 溜 に よ る旋 光度 の低 下 を お そ れ て5mmに て單 に一囘 の分 溜 を行

つ て先 づ テ ル ペ ン溜 分 の み を分 け た.試 料74gよ り次 の 二溜 分 を得 た.

(1)  55～64°   17cc,    (2)  64～67°    14cc

(1)　は沸點161°/760mm, で あつ て前 報 に於 て 明 か に され た様 に

α-PineneとTerpineneとの混合物で あ る.(2)は 沸點169°/760mm,1.4791,

で あつ て なほ 小 量 の α-Pinene及 び γ-Terpinene,2,p-Cymeneの 混 合物 よ りな る.即 ち テル ペ

ン溜 分 に は何 等 右 旋 性 の 物質 は存 在 しな い.な ほ テル ペ ン溜分 には ア ル デ ヒ ドを混 す る けれ ど もセ ミ

カ ル バ ゾ ンの 如 き もの と して分 つ 事 は不 可能 で あつ た.

テル ペ ン溜 分以 上 の部 分 を續 い て蒸 溜 す る に次 の如 く分 れ た.

第  一  表

1) 加福, 池 田,藤田:本 誌, 55(1934),305. 2)
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溜 分1は テルペンアルコー ルより な リセミ カルバゾンを作 つ て混在 す る アル デドを除 きた る にラ

ンタナ臭強きアルコール1.5ccを得た.沸點216°/762mm,

M. R. cale.48.97(C10H18OF2),αD±0.0°.Phenylurethaneを 結 晶 せず
,なほ何物 な るや決定 し得 ない.

溜分II,IIIは豫想の如く右旋性であつてCamareneを主成分とす るCaryophyllene系 セス キ テル
ペ ンで あ る.少量 の α-Caryophylleneを混 じ α-Caryophyllene nitrosate融點166°

(分 解)を 得
て證明 す る事 が 出 來 た.溜分IIにナトリウムを加へて加熱し減壓蒸溜するに次の如く,既に沸點 と旋 光

度 の低 下 を示 す.

沸點 253°/770mm〓M. R. 66.88 M. R. calc. 66.13(C15H24F2)
,

この もの をナトリウムとアミルア ルコール と を以 て處理したる に異性化は更 に進 行 して左旋性 の も

の を得 た.

沸點 252°/766mm,〓M. R. 66.55, M. R. calc
. 66.13(C15H24F2),

この もの の0.4055gは 臭 素0.6756g3)を 吸収 し二 重結 合 二個 に相 當 し
,還 元 され た もの で は な い.又

溜 分IIIにナトリウム を加へ200°)に1時間加熱續い て7mmに て蒸 溜 すれば の もの が

得 られ る.な ほ溜 分IIを 室温 に放 置 した る に微 量 の 針 状 結 晶 を析 出 した .氷 と食鹽 と に て強 く冷

却 す る も結 晶 の量 を増 さす,濾 過 して 石油エー テ ル に て洗滌 すれ ば 融點165～165° で あつ てMoud-

gill4)の得 た る融點196～200° の結 晶 とは異なるAutoxydation productで あ る.

溜 分IVは セ ス キ テルパ ンと セ ス キ テ ペ ンアコール との 混 合 物 で あ つ て ナ ト リウ ム加熱 し

て セ ス キ テ ル ペン の み を分 離 す れ ば沸點257°/762mm〓 の もの を得
,こ の もの のChloro-

hydrateを 作 れ ば融點105.5～106 .5°のMicranene chlorohydrateが 得 られ る.

 溜 分Vは 粘 稠 な る緑 色 油 で あ つ て物 理 的 性 質 よ りすれ ばBicyclic sesquiterpene alcoholに 一 致 す

る.Chlorohydrateは 結 晶 しな い .油状Chlorohydrateの醋 酸 溶 液 を醋 酸 ソー ダ と加 熱 してセ スキ

テル ペ ン を作 る に沸點266°/771mm ,〓 の もの が 得 られ た.臭 素 の吸収 量 二 重結 合二個 に

相當 しBicyclic sesgquiterpeneで あ る.

(昭和 五年三月,〓總 督府中央研究所工業部 に於 て)

3)  二 重結 合二個 としての計算量 臭素O.6353g4) Moudgill: Perfumer Essent. Oil Record16(1925),

9.


